
記者発表資料 令 和 ３ 年 ３ 月 ５ 日
同時発表：国土交通本省、白河市 東 北 地 方 整 備 局

地域で育まれた伝統的な営みを活かしたまちづくりの進展

～福島県白河市の『歴史まちづくり計画（第２期）』の認定～

地域における歴史的風致の維持及び向上に関する法律（通称：歴史まちづ
くり法）に基づき、白河市の歴史的風致維持向上計画（第２期）（通称：歴
史まちづくり計画）について、３月５日付けで主務大臣（文部科学大臣、農
林水産大臣、国土交通大臣）が認定しました。
今回の認定により、全国で歴史まちづくり計画に取り組む８３都市のうち、

第１期計画を完了させ第２期計画を進める都市は全国で１８都市、東北で２
都市となります。（詳細は別紙参照）

小峰城跡

※歴史まちづくりとは

全国各地には、城や神社仏閣とその周辺の町家や武家屋敷等から成る市街地と、祭礼

行事、民俗芸能、昔ながらの生業等の人々の伝統的な営みや活動とが一体となって、地

域の個性とも言える歴史的な情緒や風情を醸し出すまちが多くあります。

歴史まちづくり法では、これらを地域固有の資産として捉え、ハード・ソフト両面の

取組により維持向上を図り、地域の活性化や歴史・伝統文化の保存・継承を支援してい

ます。

＜発表記者会＞ 宮城県政記者会、福島県政記者クラブ、東北電力記者会、
東北専門記者会

＜問い合わせ先＞
国土交通省 東北地方整備局 電話 022-225-2171（代表）

建政部 計画管理課長 宮下 浩平 （内線 6121）
みやした こうへい

計画管理課長補佐 宮本 祐信 （内線 6132）
みやもと よしのぶ
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における歴史的風致維持向上計画の概要 

 

○白河市歴史的風致維持向上計画（第２期） 

白河市では、国指定の史跡である「小
こ

峰
みね

城
じょう

跡
あと

」や旧城下町及びその周

辺のまちなみにおいて、日本三大提灯祭りのひとつに数えられている

白河
しらかわ

提灯
ちょうちん

まつりや春の訪れを告げる風物詩となっている白河
しらかわ

だるま市
いち

などの年中行事・祭礼や酒造業を中心とする伝統産業などが営まれ、固

有の風情を感じられる歴史的風致が形成されています。 

 歴史的風致の維持向上を図るべく、第１期計画では東日本大震災で崩

落した小峰城跡石垣や文化元年（1804）建築の旧脇本陣柳屋旅館蔵座敷

等の歴史的建造物の保存・修復を計画的に行い、来訪者数の増加に繋が

りました。 

 第２期計画では、小
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門の復元や旧小峰城太
たい
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等の整備を

行うとともに、これまで整備してきた歴史的建造物などの活用を図るこ

とで本市の魅力を全国に発信してまいります。 

白河提灯まつりの提灯行列 

白河だるま市の賑わい 旧脇本陣柳屋旅館蔵座敷 

小峰城跡 
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【参考】全国に広がる歴史まちづくり計画  

 

図 歴史まちづくり計画の認定状況 

 

 

各都市の歴史まちづくり計画については、以下の国土交通省ホームページ

にて紹介しています。 

http://www.mlit.go.jp/toshi/rekimachi/toshi_history_tk_000010.html 

 


